


平成31年度　鹿屋市社会福祉協議会　事業計画
１　基本方針

２　重点目標

３　事業計画

※ 事業計画の詳細については，当会ホームページ（ 『鹿屋社協』 で検索）でご覧ください。

　地域福祉の推進組織である鹿屋市社会福祉協議会の役割は，より一層重要なものとなっており，平
成27年度に策定した「鹿屋市社会福祉協議会発展・強化計画」及び平成28年度に策定した「第２期鹿
屋市地域福祉活動計画」に基づき，「市民誰もが安心して暮らせる健康でぬくもりに満ちた福祉コ
ミュニティの創造」の実現に向けて，地域住民をはじめ行政や関係機関・団体等と更に連携を深め，
地域福祉活動の推進に努めてまいります。
　特に昨年度からの新規事業として地域力強化推進事業（住民が主体的に地域課題を把握して，解決
を試みる体制づくり）を実施し，本年度は更に多機関協働による包括的支援体制構築事業（複合的な
課題を抱える者等に対する包括的な支援システムの構築）を一体的に取り組み，地域福祉活動の基盤
整備・強化を図ります。また，障がい者基幹相談支援センターでは，管理のみであったものを，全面
的に管理・運営することにより，更に障がい者福祉の向上に努めます。輝北地域においては新たな新
規事業として，やすらぎの里づくり支援事業と輝北ふれあいセンター事業を一体的に取り組み，輝北
地域における健康・生きがいづくりの拠点施設として，輝北地域の活性化を図ります。
　一方経営面では，介護報酬等の見直しにより，やや収益が持ち直しつつありますが，依然として厳
しい状況が続いているため，介護保険等事業の運営体制の見直しや法人運営の在り方，既存事業の見
直しなど検討し，本会の事業・組織・財政等の基盤強化に努めて参ります。
　本年度は，地域福祉の中核的な推進団体としての使命と自覚を改めて認識し，役職員等が一丸と
なって地域福祉の向上を図るため，次の重点項目を掲げて事業を推進してまいります。

（１）社会福祉協議会の事業・組織・財政の基盤強化
（２）地域福祉活動の推進（地域力強化推進事業・多機関協働による包括的支援体制構築事業の推進）
（３）権利擁護推進センターの円滑な運営と高齢者等の権利擁護の推進
（４）広報啓発活動等の充実
（５）指定管理施設「市民交流センター福祉プラザ，輝北ふれあいセンター」の適正な管理運営
（６）在宅福祉サービス事業の充実と効率的な運営
（７）障がい者基幹相談支援センターの充実

（１）会務の運営並びに連絡・協調
（２）会員制度の周知と加入促進
（３）広報啓発活動の推進
（４）社会福祉功労者の表彰
（５）指定管理施設の適正な管理・運営

（６）役職員等の研修
（７）人材の育成
（８）地域における公益的な取り組み及び実施［新規］
（９）市民生委員児童委員協議会の事務局業務の受託等

【 総務部門 】

（１）地域福祉活動の推進
・地域力強化推進事業［新規］
・多機関協働による包括的支援体制
構築事業［新規］

（２）生活支援・介護予防体制の充実・強化
・やすらぎの里づくり支援事業［新規］

（３）総合相談事業の実施
（４）福祉教育やボランティア活動の推進
（５）地域福祉活動計画の進行管理及び評価

（６）災害救援活動
（７）障がい者の社会参加と自立支援の促進
（８）子育て支援事業の推進
（９）広報啓発活動等の充実 
（10）低所得世帯等の福祉の増進
（11）各種イベントの開催
（12）共同募金・歳末たすけあい募金配分金事業
（13）福祉団体等の育成援助
（14）共同募金運動，日本赤十字社会員増強運動への協力

【 地域福祉部門 】

（１）介護サービス事業の経営
〔介護保険事業・障害福祉サービス事業〕

（２）権利擁護推進センターの円滑な運営と
高齢者等の権利擁護の推進

（３）障がい者基幹相談支援センター事業の実施［新規］
※全面的な事業の管理・運営に移行

（４）社会福祉会館事業の実施

【 在宅福祉サービス部門 】
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平成31年度　鹿屋市社会福祉協議会　収支予算
平成31年度当初予算　4億4千349万円

会費収入
7,330千円
（1.7%）

貸付事業収入
302千円（0.1%）

事業収入
11,630千円
（2.6%）

障害福祉
サービス等
事業収入
28,164千円
（6.4%）

受取利息
配当金収入
76千円
(0.0%）

その他の収入
503千円（0.1%）

施設整備等
補助金収入
7,137千円（1.6%）

積立資産
取崩収入
5,000千円
（1.1%）

前期末支払
資金残高
43,087千円
（9.7%）

寄附金収入
5,546千円（1.2%）

経常経費
補助金収入
93,110千円
（21.0%）

人件費支出
244,406千円
（55.1%）

当期末支払
資金残高
42,190千円
（9.5%）

事業費支出
74,359千円
（16.8%）

事務費支出
32,480千円
（7.3%）貸付事業支出

300千円
（0.1%）

助成金支出
11,083千円
（2.5%）

負担金支出
22,000千円
（5.0%）

固定資産
取得支出
10,705千円
（2.4%）

その他の
活動による支出
4,967千円
（1.1%）

予備費　
1,000千円（0.2%）

受託金収入
143,707千円
（32.4%）

介護保険
事業収入
97,898千円
（22.1%）

収 入
443,490千円

支 出
443,490千円

鹿屋市社会福祉協議会  組織図
理　事（13人)
 (会長1人,副会長2名含む)
監　事（ 3人）
評議員（25人）

会 　 長

副 会 長

事 務 局 長

事務局次長

事 務 局
（3 課 3 支 所）

吾 平 支 所
輝 北 支 所
串 良 支 所

輝北ふれあいセンター

輝北居宅介護支援事業所

在宅福祉サービス係

権利擁護推進センター

障がい者基幹相談支援センター

訪問介護事業所

訪問入浴介護事業所

鹿屋居宅介護支援事業所

障害者居宅介護事業所

在 宅 福 祉
サ ー ビ ス 課

総 務 課

地 域 福 祉 課

財務係
庶務係

地域福祉係

ファミリー・サポート・センター

ボランティア係

ボランティアセンター本 　 所

本所分室

各 支 所
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社協会費にご協力をお願いします
～ みんなでささえあい笑顔あふれるまちづくりのために ～

よろしくお願いします　～ 新規採用職員の紹介 ～

総務課 主事　上園　健斗

　鹿屋市社会福祉協議会（略して「社協」）では，市民の皆様が主体となって，互いに支え合
い，住み慣れた地域で自立し，笑顔で安心して生活できる地域づくりを進めるため，皆様からの
会費や寄付金などの支援をいただき，町内会・自治会やボランティア団体，行政などの多くの関
係機関や団体と連携して，様々な活動を展開しております。
　社協会費は，このような活動を推進するうえで，最も重要で貴重な財源となっております。
　新年度におきましても，皆様のご支援とご協力をよろしくお願いします。

一般会員
団体会員

特別会員

一般会費

＜ 活動の風景（一例） ＞

ご協力ありがとうございました!!

見守り活動 支え合いマップづくり 高齢者サロン活動 ふれあい福祉まつり ボランティア出前講座

5,870,810円 249,000円 600,000円団体会費 特別会費

会員の種類

平成30年度　社協会費【総額】　６,７１９,８１０円

会　　費
（各世帯）
（企業・団体及び施設等）

（特に本会の趣旨に賛同していただける
  個人･団体･企業･施設等）

300円
3,000円

10,000円

年額
年額

年額

一　世　帯
一口当たり

一口当たり

　４月１日付けで鹿屋市社会福祉協議会に入職しました
上園です。鹿児島市出身で，以前は金融機関で勤務して
いました。学生時代は，まちづくりや地域おこしに関わ
る活動を行った経験などがあり，そういった経験を活か
せたらと思っております。趣味はスポーツ観戦で，特に
自分の好きなプロ野球チームの応援をするのが楽しみで
す。よろしくお願いします。

１　ふれあいネットワークづくり事業（地域の中で支援が必要な方の見守り体制の構築及び活動の支援）
２　ふれあい・いきいきサロン事業（高齢者の生きがいづくりや仲間づくり等の支援）
３　総合相談事業（市民の悩み事相談に応じ，相談解決の支援）
４　ドライブサロン事業（自ら交通手段を有しない高齢者等に対する買い物や生きがいづくりの支援）
５　ボランティアセンター事業（福祉教育の推進，ボランティアの育成，ボランティアフェスの開催等）
６　小口資金貸付事業（低所得者等の世帯に対する資金の貸付）
７　生活困窮者食料支援事業（生活に困窮し，食料に困っている世帯に対する食料支援）
８　広報誌発行事業（社協だよりの発行）
９　イベント開催事業（鹿屋市ふれあい福祉まつり等）
10　車椅子の無料貸出事業

【報 告】  平成30年度社協会費は，下記活動（事業）実施の財源の一部に，有効に活用させ
ていただきました。
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写真で振り返る社協活動（平成31年1月〜３月）

お
子
さ
ん
と

　 

気
軽
に

　 
　 

楽
し
く

権
利
擁
護
推
進

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　子育てサロン『かのやっ子』は，「子育てについて誰かとおしゃべりしたい」，「子どもと一緒にほっ
と出来る場が欲しい」そんな子育て世代の方たちのための子育てサロンです。
　かのやっ子は，毎月第１土曜日の午前10時から午前11時30分まで，リナシティかのや２階福祉プラザの
和室で開催しています。子育てを経験してきた方々が，ボランティアで情報交換や息抜きの場を提供して
いるもので，お子さんの見守りもしてもらえるので，お母さん方もゆっくり参加することが出来ます。
こいのぼりや七夕，おひな様作りをしたり，豆まきやハロウィンやクリスマスパーティなど毎月色々な行
事を計画していますので，皆様も参加してみませんか!!

ス
ク
エ
ア

ス
テ
ッ
プ
で

生
き
生
き
ラ
イ
フ

　平成31年１月から３月にかけて吾平，串良，輝北地域の住民を対象に「ひ
らめき運動スクエアステップ」を開催しました。鹿屋体育大学
スポーツ生命科学系の中垣内真樹教授の指導のもと，各地域計
８日間の日程で実施しました。吾平地域は19名，串良地域は
19名，輝北地域は23名の方々が参加されました。

　判断能力が不十分であっても，自分らしく安心
して暮らしていくための，高齢者・障がい者等の
権利擁護について考えるセミナーを３月７日に市
社会福祉会館で開催し，市民や福祉関係者など約
60名の参加をいただきました。セミナーでは，弁
護士で法テラス鹿屋法律事務所代表の野間修平氏
に，「成年後見制度の仕組みについて」と題しご
講演いただきました。法定後見の概要や家族信託
などの説明に，参加者は興味深そうに聞き入って
いました。

地
域
貢
献

　
　
の
た
め
に

　ドライブサロン連絡会を２月22日にリナシティ
かのやで開催し，ドライブサロン事業にご協力い
ただいている６つの社会福祉法人12名の方にご参
加いただきました。会では実施状況の報告や緊急
時の対応等について意見交換を行い，今後の連携
について確認しました。地域のために無償で実施
してくださっている社会福祉法人の方々と協力し
て事業を進めていきたいと思います。
（ドライブサロンでは，買い物など高齢者等の生
活支援を行っています）

スクエアステップ
　マスの目をつかって運動を行い
ながら脳トレを組み合わせて行う
全身と脳のトレーニングです。
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新規
事業

「地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制構築事業」
に取り組みます

　少子高齢化や核家族化の進行，人口減少，地域のつながりの希薄化など地域社会を取り巻
く環境の変化等により，福祉ニーズが多様化，複雑化してきています。
　このような状況に対して，鹿屋市社会福祉協議会では国が提唱している「ニッポン一億総
活躍プラン」における地域共生社会の実現に向けて，以下の２事業に取り組みます。

１　地域力強化推進事業

「地域福祉協議会」は
地域の福祉課題を
話し合う“場”

例 え ば

に つ い て 語 り 合 い ま す ！

ふれあいサロン

災害時の避難 買い物支援

生きがいづくり
生活環境の維持
など・・・

地域交流・見守り ゴミ屋敷

目
　
的

目
　
的

　住民生活の身近な圏域である町内会を単位に，福祉に関する課題を語り合い，住民が主体と
なって解決を試みる「地域福祉協議会」の設立を支援します。

２　多機関の協働による包括的支援体制構築事業
・相談支援包括化推進員を配置し，主に世帯内で複合的な課題を抱えるケースに対し，高齢者
や障がい者，子育てといった分野別の各相談支援機関等の支援が円滑に進むようにコーディ
ネートを行います。
・相談支援包括化推進会議等を通じて各分野の相談支援機関のネットワーク化を図り，地域の
包括的な相談体制を目指します。
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肝属地区障がい者基幹相談支援センターのご案内
（肝属地区障がい者虐待防止センター）

【お問い合わせ先】　所在地：鹿屋市向江町29-2（鹿屋市社会福祉会館内）

＜開所時間＞ 平日　午前 8：30～午後 5：00
※土曜，日曜，祝日，年末年始は休館です。
　ただし，休日・時間外は，相談者の状況に応じて対応することができます。

身体障がいに関する相談
電話：（０９９４）３５－４８０１
メール　soudan-shintai@chime.ocn.ne.jp

知的障がい・障がい児に関する相談
電話：（０９９４）３５－４８０２
メール　soudan-chiteki@chime.ocn.ne.jp

精神保健福祉に関する相談
電話：（０９９４）３５－４８０３
メール　soudan-seishin@chime.ocn.ne.jp

　鹿屋市社会福祉協議会は，平成31年４月から市の委託を受けて肝属地区障がい者基幹相談支援
センター事業を運営することとなりました。新しい相談員も加わり新体制でこれまでの業務に加
え，新たな業務に取り組んでまいりますので，これからもどうぞよろしくお願いいたします。　

新規
事業

どんなことが

　相談できるの？

虐待・差別に関すること
不安・心配ごとに関すること
福祉サービスに関すること

市社会福祉会館

　肝属地区障がい者基幹相談支援センターは，肝属地区（鹿屋市・垂水市・東串良町・錦江
町・南大隅町・肝付町）にお住まいの，原則在宅で65歳未満の障がいのある方の相談をお受
けしています。
　相談内容によっては，関係機関・専門機関をご紹介したり，連携を図りながら支援をさせ
ていただきます。「解決」は難しくても，困りごとが軽減されるような方法を「一緒に考え
る」ことができればと思います。

私たちに
お任せください！
私たちに
お任せください！

7 社協だより.2019



赤い羽根共同募金運動への
　 ご協力に感謝いたします。

赤い羽根共同募金は、地域をよくする活動のために
使われています。 ※下記以外にも，様々な活動に使われます。

障がい者スポーツのために 心身健やかに介護予防のために 福祉団体の活動のために 生活困窮者の支援のために

災害に備えた地域づくりのために 地域の環境美化のために 地域の繋がりを深めるために 安心安全な地域づくりのために

　平成30年度の赤い羽根共同募金運動につきましては，市民の皆様の深いご理解のもと，
町内会・民生委員児童委員・福祉団体・福祉施設・行政・企業等の幅広いご協力を頂い
て，募金運動を展開いたしました。皆様に心より感謝申し上げます。

平成30年度

募金期間
平成30年10月1日～12月31日

平成30年度 赤い羽根共同募金内訳
募金種別 一般募金

7,560,539円
337,602円
1,577,680円
292,638円
123,534円
314,614円
434,669円
538,257円

11,179,533円

2,603,573円
342,541円
3,000円

0円
112,034円

0円
121,000円
213,370円
3,395,518円

10,164,112円
680,143円
1,580,680円
292,638円
235,568円
314,614円
555,669円
751,627円

14,575,051円

歳末たすけあい募金 合　計

市民の皆様
おひとりおひとりの
温かい気持ちをいただき
ありがとうございました。

総額 14,575,051円
赤い羽根共同募金の実績

戸 別 募 金
街 頭 募 金
法 人 募 金
学 校 募 金
職 域 募 金
イベント募金
個 人 募 金
その他の募金
合 　 計
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平成30年度　日本赤十字社鹿児島県支部鹿屋市地区　実績

日本赤十字社の活動資金にご協力ください。

5 月 は 「赤 十 字 運 動 月 間」 で す。
～ 皆さまのご協力をよろしくお願いいたします ～

　日本赤十字社は，「苦しんでいる人を救いたい」という理念の下，災害時に被災された方々に
対しての医療救護やこころのケア，救援物資配分などのさまざまな人道支援活動を行っていま
す。
　こうした赤十字の活動を支えているのは，皆さまから寄せられる活動資金です。

平成30年度は市民の皆様より 9,743,946円  の活動資金をいただきました。
ご協力，誠にありがとうございました。

【救援物資】
平成30年度は，火災・水害で被災された方に下記の救援物資をお届けしました。
［世　帯　人　員］　１３世帯２２名
［救援物資内容］　毛布・タオルケット・ブルーシート

緊急セット（懐中電灯やラジオ，絆創膏など）
見舞品セット（ハンドタオル，Ｔシャツ等）

◇赤十字運動月間とは？
　赤十字運動月間とは，皆様に赤十字事業へのご理解とご協力を呼び掛け，活動資金を拠出
していただく会員の増加を図り，活動基盤の強化を推進する期間です。
　
◇なぜ，赤十字運動月間は５月なの？
　赤十字の創始者アンリー・デュナンが誕生したのが５月８日，日本赤十字社の前「博愛
社」の誕生が５月１日で，５月は赤十字にとって縁が深いことから，「赤十字運動月間」と
して，赤十字思想の普及等に努めています。

◇活動資金はどのように使われているの？
　皆様から寄せられた活動資金は，次のように使われます。
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皆さまの善意のご紹介 ～あたたかいご支援ご協力に感謝～

登録型職員（看護師・ホームヘルパー）の募集

かのやおもちゃ病院様

わかば児童クラブ様

　4月８日に『かのやおもちゃ病院』様から赤い羽根の募金（17,385円）
をいただきました。この募金は修理依頼者からの寄付によるものです。
　かのやおもちゃ病院様は，こわれた「おもちゃ」の修理を通して，
「物」の大切さを子ども達に伝えることなどを目的に会員14名で活動さ
れています。平成21年３月に設立後10年が経過し，これまで約1,200件
の修理依頼を受けてこられました。今回お寄せいただきました募金は，
地域の福祉活動の推進に役立てられます。

【かのやおもちゃ病院様からメッセージ】
　原則として毎月第１土曜日午前９時から正午まで，リナシティ２階
福祉プラザで開院し，特に高額の部品代を除いて，無償で修理を行っ
ています。こわれたおもちゃは，捨てずに是非ご持参ください。

【赤い羽根共同募金】

（１）

（２）
（３）
（４）

（５）

（６）

仕事内容

募集人員
資　　格
賃　　金

勤務時間

勤務場所

特殊浴槽等装備した移動入浴車で，高齢者等の自宅を訪問し，
３人１組で入浴サービス（健康確認，入浴介助等）を行います。
若干名 【年齢】65歳まで
正看護師又は准看護師，普通自動車免許
①時給　950円（月曜～金曜，祝日を除く）　②時給　1,200円（祝日）
◆上記の賃金に事務手数料，処遇改善手当などが加算されます。
◆移動時間も就業時間に含みます。
月曜日～金曜日　午前８時30分から午後５時までの間
◆１日平均２件から４件程度の訪問です。（１件につき，１時間から１時間30分程度）
◆勤務時間は相談に応じます。
鹿屋市社会福祉協議会 本所分室　鹿屋市向江町29番２号（鹿屋市社会福祉会館内）

登
録
看
護
師

【待 遇】

【応 募】

・雇用保険（週20時間以上勤務した場合），労災保険 　　　・健康診断（年１回）
・有給休暇有，活動着貸与有（当会規程に基づく）
・応募方法　市販の履歴書，資格証・免許証の写しをご持参ください。
・応募受付　随時（土・日・祝日除く），窓口時間内（午前８時30分から午後５時まで）で受付します。
・応　募　先　在宅福祉サービス課 鹿屋市向江町29番２号（鹿屋市社会福祉会館内）
・選考方法　書類選考のうえ，随時面接します。（後日連絡）　　

（１）

（２）
（３）
（４）

（５）
（６）

仕事内容

募集人員
資　　格
賃　　金

勤務時間
勤務場所

高齢者等の自宅を訪問し，身体介護（入浴・排泄・食事等）や
生活援助（掃除・洗濯・調理等）の介護等サービスを行います。
若干名 【年齢】65歳まで
介護福祉士又は介護職員初任者研修（旧ホームヘルパー２級）以上，普通自動車免許証
①時給　　900円（月曜日～土曜，介護福祉士取得者 950円）
②時給　1,150円（早朝・夜間・日曜・祝日，介護福祉士取得者 1,200円）
◆上記の賃金に移動・事務手数料，自動車借上料，処遇改善手当などが加算されます。

午前６時から午後８時までの間　◆１日４時間程度の訪問です。
原則，直行直帰（自家用車等を使用し，自宅と利用者宅の往復）になりますが，月に４・５回
程度，勤務地（鹿屋市社会福祉会館）へ出勤となります。

登
録
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

輝北小学校 様，串良小学校 様，わかば児童クラブ 様

【ボトルキャップ】

つくしんぼ 様，まちづくり鹿屋 様（窓口義援金箱）

社会福祉協議会で働いてみませんか。
まずは，お電話ください。お待ちしております。

在宅福祉サービス課
　　TEL 0994-42-7188

【北海道胆振東部地震災害義援金】

【問合せ先】
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